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◆
地
球
＝
「
地
球
国
」 

 

地
球
人 

人
口
爆
発
と
資
源
枯
渇
と
戦
争
に
苦
し
む
二
十
●
世
紀
の
地
球
。
火
星
を
か
す
め
た
巨
大
彗
星
が
、
突
如

方
向
を
変
え
、
太
平
洋
に
激
突
。
地
球
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
。 

地
球
外
に
い
た
人
類
の
半
分
、
地
上
に
い
た
人
類
の
四
分
の
一
が
数
日
内
に
死
亡
。
こ
の
日
の
こ
と
は
、

の
ち
に
〈
逸
失
の
日
〉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

そ
の
後
も
死
者
は
相
次
い
だ
が
、
人
類
滅
亡
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
衝
突
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ほ
と
ん
ど
が
、
ピ
ネ
ロ
ン
星
と
を
つ
な
ぐ
い
く
つ
か
の
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
再
び
こ
じ
あ
け
る
方
向
に
向
か

っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
で
も
、
刺
激
を
受
け
た
地
球
本
体
が
巻
き
起
こ
す
天
変
地
異
も
し
ば
ら
く
は
続
き
、
人
口
減
少
は
さ

ら
に
数
年
続
い
た
。 

し
か
し
、
ピ
ネ
ロ
ン
星
か
ら
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
マ
タ
ー
の
提
供
な
ど
も
あ
り
、
連
邦
国
家
「
地
球
国
」

と
し
て
、
結
果
と
し
て
は
わ
ず
か
数
十
年
で
奇
跡
の
復
興
を
果
た
し
た
。 

  

〈
逸
失
の
日
〉
直
後
の
地
球
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
の
境
界
線
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
り
、
一
時
的
に
は
、

民
族
や
部
族
や
宗
教
の
境
界
も
曖
昧
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。 

苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
を
乗
り
切
っ
た
の
は
、
国
連
事
務
総
長
か
ら
地
球
国
初
代
大
統
領
と

な
っ
た
カ
ー
ラ
イ
ル
。
次
い
で
軍
人
出
身
の
二
代
目
大
統
領
フ
キ
ヤ
が
、「
地
球
国
」
の
行
政
機
構
を
次
の

よ
う
に
整
備
し
、
奇
跡
の
復
興
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
。 

 

行
政
区 

 

〈
内
地
〉 

 

か
つ
て
の
国
家
や
民
族
や
宗
教
の
区
別
は
無
視
。
単
純
な
地
理
的
分
割
に
よ
り
行
政
区
が
設
定
。 

 
 
 
 

西
ユ
ー
ラ
シ
ア
区 

 
 
 

か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ロ
シ
ア
の
一
部
も
含
む 

 
 
 

北
ユ
ー
ラ
シ
ア
区 

 
 
 

か
つ
て
の
ロ
シ
ア
中
心 

 
 
 

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
区 
 

 

か
つ
て
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
中
心
に
し
た
中
央
ア
ジ
ア 

 

 
 
 

南
ユ
ー
ラ
シ
ア
（
サ
イ
ク
ロ
ン
）
区 

か
つ
て
の
イ
ン
ド
か
ら
イ
ラ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
あ
た
り 

 
 
 

東
ユ
ー
ラ
シ
ア
（
タ
イ
フ
ー
ン
）
区 

か
つ
て
の
中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
あ
た
り 

 
 
 

オ
セ
ア
ニ
ア
区 

ア
フ
リ
カ
区 

北
米
区 

 
 

中
米
も
含
む 

南
米
区 

極
地
・
海
洋
区 

   

北
極
と
南
極
、
海
洋
全
般 
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 そ

れ
ぞ
れ
の
区
内
に
は
、
か
つ
て
の
国
家
に
近
い
自
治
国
が
あ
る
が
、
自
治
権
は
弱
い
。 

し
か
し
近
年
、
曖
昧
と
な
っ
て
い
た
か
つ
て
の
民
族
や
宗
教
な
ど
の
復
古
運
動
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
独
立

運
動
や
排
斥
運
動
な
ど
が
起
き
て
き
て
い
る
。 

 
 

  

〈
外
地
〉 月

区 
 
 

軍
事
上
の
設
定
領
域
は
（
月
エ
リ
ア
） 

 
 

火
星
区 

 

軍
事
上
の
設
定
領
域
は
（
火
星
エ
リ
ア
） 

 

木
星
区 

 

軍
事
上
の
設
定
領
域
は
（
木
星
エ
リ
ア
） 

巨
大
な
ジ
ュ
ピ
タ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
拠
点
に
な
っ
て
い
る 

 

実
質
、
軍
事
部
（
現 

防
衛
部
）
が
統
括
。
そ
の
た
め
、「
区
（
＝ward

）
」
よ
り
も
「
エ
リ
ア
」
呼
び
が

一
般
化
し
て
い
る
。 

木
星
区
へ
は
、〈
逸
失
の
日
〉
後
は
、
火
星
区
か
ら
ロ
ー
カ
ル
・
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
移
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
日
数
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ル
ー
ト
が
不
安
定
な
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
。 

そ
の
た
め
、
航
行
記
録
デ
ー
タ
を
ジ
ュ
ピ
タ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
蓄
積
し
、
そ
こ
か
ら
ル
ー
ト
を
予
測

す
る
航
法
に
よ
っ
て
、
安
全
性
と
効
率
化
を
は
か
っ
て
い
る
。 

  

中
央
政
府
機
関 

 

大
統
領
府 

行
政
部
／
法
務
部
／
文
化
部 

 

（
本
部
）
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
区
と
ア
フ
リ
カ
区 

広
報
部
／
治
安
部
／
交
通
部 

 

（
本
部
）
北
米
区 

 

通
商
管
理
部 

 

（
本
部
）
南
ユ
ー
ラ
シ
ア
区 

食
糧
管
理
部 

 

（
三
本
部
制
）
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
区
／
オ
セ
ア
ニ
ア
区
／
南
米
区 

資
源
管
理
部 

 

（
三
本
部
制
）
北
ユ
ー
ラ
シ
ア
区
／
ア
フ
リ
カ
区
／
極
地
・
海
洋
区 

外
地
統
括
部 

 

（
本
部
）
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
区 

（
支
部
）
極
地
・
海
洋
区 

軍
事
部 

→

開
戦
後
は
防
衛
部
と
改
称 

総
合
本
部 

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
区 

●
外
地
軍 

内
地
で
の
中
心
拠
点
は
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
区 

外
地
で
の
中
心
拠
点
（
本
部
）
は
、
火
星 

→

開
戦
後
は
月
に
移
動 

●
内
地
軍 

中
心
拠
点
は
、
南
米
区 

兵
站
局 

（
拠
点
は
食
糧
管
理
部
の
三
本
部
に
付
随
） 

兵
器
局 

拠
点
は
北
米
区 

 

※
北
米
に
あ
る
政
府
機
関
（
広
報
部
、
治
安
部
、
交
通
部
）
は
、
ピ
ネ
ロ
ン
星
と
の
開
戦
後
は
、
軍
事
部

（→

の
ち
に
防
衛
部
）
の
直
接
指
揮
下
に
。 
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※
行
政
部
に
は
最
も
多
く
の
下
部
組
織
（
局
組
織
な
ど
）
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
拠
点
は
西
ユ
ー
ラ
シ

ア
区
と
ア
フ
リ
カ
区
に
点
在
。 

三
代
目
大
統
領
ア
デ
ル
は
、
就
任
ま
も
な
い
約
十
年
前
に
、
リ
ー
ス
財
閥
（
※
後
述
）
か
ら
の
干
渉
を

避
け
る
た
め
に
、
大
統
領
府
と
行
政
部
総
務
局
を
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
区
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
、
ア
フ
リ
カ

区
に
あ
る
ア
ー
ス
シ
テ
ィ
（
エ
チ
オ
ピ
ア
の
高
原
地
帯
あ
た
り
？
）
に
移
転
さ
せ
た
。
そ
れ
以
降
、
地

球
の
首
都
も
ア
ー
ス
シ
テ
ィ
と
な
る
。 

※
政
府
機
関
で
働
く
の
は
、
試
験
で
選
ば
れ
た
官
僚
。
選
挙
は
、
社
会
が
安
定
す
る
ま
で
は
猶
予
可
能
と

の
「
地
球
国
憲
法
」
の
規
定
が
あ
り
、
そ
の
た
め
か
い
ま
だ
大
統
領
選
挙
し
か
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

   

「
地
球
国
」
で
も
後
述
の
「
ピ
ネ
ロ
ン
国
」
で
も
、
住
民
管
理
は
厳
格
。 

「
地
球
国
」
で
は
、
国
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ピ
ネ
ロ
ン
人
も
長
短
か
か
わ
ら
ず
地
球
に
滞
在
す
る
者

す
べ
て
が
、
各
個
人
の
個
人
情
報
を
入
力
し
た
Ｉ
Ｄ
時
計
を
持
つ
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。（
管
理
し

て
い
る
の
は
行
政
部
の
下
部
組
織
。） 

個
人
か
ら
の
情
報
発
信
は
Ｉ
Ｄ
時
計
を
通
じ
て
の
み
で
、
原
則
と
し
て
一
対
一
で
し
か
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、

会
話
は
検
閲
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。（
政
府
関
係
者
が
も
つ
Ｉ
Ｄ
時
計
に
は
、
も
う
少
し
高
い

機
能
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
） 

さ
ら
に
国
民
や
長
期
滞
在
者
は
、
各
世
帯
に
一
台
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
流
さ
れ
る
中
央
政
府
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。 

  経
済
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
一
部
の
財
閥
や
巨
大
企
業
。
な
か
で
も
リ
ー
ス
財
閥
（
本
社
は
西
ユ
ー
ラ

シ
ア
区
）
の
力
は
絶
大
。 

リ
ー
ス
財
閥
は
も
と
も
と
一
民
間
航
空
会
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、（
逸
失
の
日
〉
後
、
命
か
ら
が
ら
地
球

外
か
ら
戻
っ
て
く
る
人
た
ち
（
＝
引
揚
者
）
へ
の
援
助
や
保
護
を
行
い
、
さ
ら
に
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
マ

タ
ー
の
管
理
も
行
っ
た
こ
と
で
巨
額
な
財
を
な
し
、
最
近
ま
で
地
球
と
ピ
ネ
ロ
ン
星
、
ど
ち
ら
の
国
の
経

済
を
も
牛
耳
っ
て
い
た
。 

  〈
逸
失
の
日
〉
が
原
因
で
親
を
失
っ
た
子
供
た
ち
は
、
コ
メ
ッ
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
と
呼
ば
れ
、
大
人
と
な

っ
た
現
在
も
心
の
傷
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。 

  

放
射
性
物
質
の
封
印
も
含
め
、
地
球
の
驚
異
的
復
興
を
助
け
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
マ
タ
ー
。
地
球
に
と
っ

て
は
異
物
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
起
き
て
き
て
い
る
。
最
初
は
重
力
の
狂
い
が
出
て
人
体
に
影
響
が

生
じ
て
い
た
。
徐
々
に
そ
う
し
た
被
害
は
減
っ
た
も
の
の
、
ま
ん
べ
ん
な
く
大
気
中
に
漂
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
特
に
電
波
を
使
っ
た
通
信
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
。 
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◆
ピ
ネ
ロ
ン
星
＝
「
ピ
ネ
ロ
ン
国
」 

 

ピ
ネ
ロ
ン
人 

恒
星
ソ
ル
ド
・
ピ
ネ
ロ
ン
。
そ
の
周
囲
を
回
る
惑
星
が
ピ
ネ
ロ
ン
星
。（
太
陽
系
に
当
た
る
用
語
は
、
ピ
ネ

ロ
ン
ゾ
ー
ン
。） 

地
球
と
ほ
ぼ
同
じ
自
転
速
度
と
公
転
速
度
で
回
る
。
こ
の
奇
跡
は
、
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
と
み

な
さ
れ
て
い
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
マ
タ
ー
が
惑
星
に
へ
ば
り
つ
い
で
い
る
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。‘
重

力
の
糊
’
と
さ
れ
る
透
明
・
特
殊
な
も
の
で
、
惑
星
を
物
理
的
に
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
宇
宙
か
ら
来

る
大
量
の
放
射
線
か
ら
、
生
物
を
守
っ
て
き
た
。 

そ
も
そ
も
ピ
ネ
ロ
ン
星
は
、
地
球
よ
り
も
降
り
注
ぐ
放
射
線
が
多
い
。
そ
の
一
部
は
空
高
く
に
漂
う
粒
子

化
し
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
マ
タ
ー
の
盾
を
す
り
抜
け
て
地
上
に
到
達
。
そ
う
い
う
場
所
は
砂
漠
（
＝
死
の

砂
漠
）
と
な
っ
て
点
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
軸
の
傾
き
の
問
題
で
、
ほ
と
ん
ど
季
節
は
な
く
、
常
に
熱

く
明
る
い
部
分
と
、
逆
に
常
に
寒
く
暗
い
部
分
が
多
い
な
ど
、
人
類
が
楽
に
生
存
で
き
る
居
住
域
は
、
地

球
よ
り
も
は
る
か
に
狭
い
。 

地
球
よ
り
風
は
強
い
。
た
だ
し
地
球
の
よ
う
な
激
し
い
地
殻
変
動
は
な
い
。
そ
の
た
め
土
地
の
隆
起
は
少

な
く
、
川
は
多
く
が
地
下
水
脈
に
な
っ
て
い
る
。 

 か
つ
て
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
通
じ
て
地
上
で
地
球
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
態
系
は

地
球
と
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
。
人
類
も
、
地
球
人
類
と
見
か
け
も
遺
伝
子
的
に
も
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な

い
。
た
だ
、
生
物
の
種
類
や
数
は
地
球
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
生
態
系
の
最
も
基
礎
に
当
た
る

微
生
物
の
種
類
や
数
だ
け
は
地
球
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
た
め
、
地
球
生
物
が
ピ
ネ
ロ
ン
星
に
住
む
こ
と
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
も
可
能
。
た
だ
し
病
原
体
、
さ
ら
に
生
殖
の
さ
い
に
は
注
意
が
必
要
と
な
る
。 

人
類
の
数
は
、（
逸
失
の
日
〉
後
の
地
球
人
類
の
数
と
同
じ
く
ら
い
。
つ
ま
り
も
と
も
と
、
地
球
人
類
よ
り

は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
人
類
が
住
め
る
場
所
が
圧
倒
的
に
狭
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

そ
の
狭
い
居
住
域
の
中
で
、
大
半
の
人
々
は
地
上
よ
り
も
地
下
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん
だ
。
地
下
は
つ
な

が
れ
、
言
語
は
お
の
ず
と
統
一
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
現
在
の
基
本
的
文
法
は
、
方
言
は
多
い
も
の
の
、
ほ

ぼ
ひ
と
つ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。 

人
類
の
種
類
（
＝
人
種
）
は
、「
ピ
ネ
ロ
ン
国
」
の
公
式
発
表
で
は
ひ
と
つ
。
瞳
の
色
は
緑
が
か
っ
た
灰
色
、

髪
の
色
や
肌
の
色
は
薄
め
が
多
い
。
と
は
い
え
地
球
人
類
と
の
違
い
は
、
後
述
す
る
ピ
ネ
ロ
ン
マ
ー
ク
と

耳
の
形
を
除
け
ば
、
一
目
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
。 

た
だ
、「
ピ
ネ
ロ
ン
国
」
公
式
は
否
定
し
て
い
る
が
、
黒
い
髪
と
瞳
に
肌
の
色
の
濃
い
、
あ
き
ら
か
に
別
の

人
種
・
通
称
ア
ル
ギ
ナ
の
民
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
々
も
い
た
。
彼
ら
は
、
地
球
と
交
流
が
は
じ
ま
る
以
前

に
、
す
で
に
地
球
人
に
近
い
文
化
を
持
っ
て
い
た
が
、
水
源
で
あ
る
森
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

最
近
に
な
っ
て
ほ
ぼ
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

 ピ
ネ
ロ
ン
人
が
地
球
人
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
は
、
放
射
線
に
対
す
る
高
感
度
セ
ン
サ
ー
が
、
最
も
放
射

線
か
ら
保
護
さ
れ
る
べ
き
頭
部
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
両
こ
め
か
み
に
あ
る
十
字
の
形
を
し
た
あ
ざ
ピ

ネ
ロ
ン
マ
ー
ク
。
放
射
線
が
多
く
な
る
と
、
こ
こ
か
ら
特
殊
ホ
ル
モ
ン
が
放
出
さ
れ
、
す
ぐ
に
頭
痛
と
い

う
信
号
に
つ
な
が
り
、
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。 

脳
波
も
若
干
地
球
人
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
。 

一
方
で
そ
の
ピ
ネ
ロ
ン
マ
ー
ク
が
、
見
え
に
く
い
か
、
全
く
付
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
人
間
も
た
ま
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に
い
て
、
差
別
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。（「
ア
ル
ギ
ナ
の
民
」
に
は
、
付
い
て
い
な
い
割
合
が
多
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。） 

な
お
、
ピ
ネ
ロ
ン
マ
ー
ク
周
辺
の
筋
肉
の
進
化
で
、
ピ
ネ
ロ
ン
人
の
耳
は
と
が
っ
て
い
る
。 

 

星
の
環
境
が
厳
し
い
分
、
科
学
技
術
の
進
歩
は
地
球
よ
り
も
早
く
、
し
か
も
独
自
の
方
向
へ
と
進
ん
だ
。 

金
属
資
源
を
含
め
、
元
素
に
も
と
づ
く
資
源
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、
逆
に
元
素
に
も
と
づ
か
な
い
資
源

―
―

つ
ま
り
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
的
な
も
の
、
特
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
マ
タ
ー
の
活

用
を
、
よ
り
早
く
す
す
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

放
射
線
に
感
度
が
高
い
身
体
を
持
っ
た
こ
と
は
、
放
射
線
を
含
め
た
電
磁
波
（
光
や
紫
外
線
や
赤
外
線
や

電
波
な
ど
も
）
を
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
す
る
、
独
自
の
科
学
を
進
化
さ
せ
た
。
電
磁
波
と
自
分
た
ち
の
脳
波

と
を
連
動
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
脳
波
誘
導
シ
ス
テ
ム
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

現
在
の
「
ピ
ネ
ロ
ン
国
」
で
の
国
民
管
理
も
、
脳
波
管
理
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
国
民
は
脳
波
を

と
ら
え
る
た
め
に
Ｉ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
、
幼
児
期
に
手
足
の
ど
こ
か
に
埋
め
込
ま
れ
る
。
（
多
く
は
左
腕
に
。）

地
球
人
の
場
合
、
長
期
滞
在
者
に
は
埋
め
込
み
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
短
期
の
場
合
に
は
強
制
さ
れ
な
い

が
、
埋
め
込
ま
な
い
と
、
Ｉ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
通
じ
て
出
さ
れ
る
脳
波
で
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
動
か
す
ピ
ネ
ロ
ン

社
会
で
は
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 地
球
人
と
接
触
す
る
直
前
ま
で
は
、
ピ
ネ
ロ
ン
人
社
会
は
大
き
く
二
つ
に
階
層
化
さ
れ
て
い
た
。
地
上
に

住
む
人
々
と
、
地
下
を
支
配
す
る
人
々
と
に
。 

地
下
世
界
は
、
惑
星
内
を
縦
横
無
尽
に
つ
な
ぐ
通
路
が
通
っ
て
お
り
、
科
学
者
た
ち
の
世
代
を
超
え
て
の

尽
力
で
整
備
さ
れ
て
き
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
地
上
は
、
死
の
砂
漠
で
「
島
」
状
態
に
分
断
さ
れ
、
移
動

も
不
自
由
で
、
人
々
は
食
糧
生
産
に
い
そ
し
む
こ
と
が
主
だ
っ
た
。 

宇
宙
開
発
に
た
ず
さ
わ
る
科
学
者
や
技
術
者
た
ち
も
、
多
く
が
地
上
に
い
た
。
彼
ら
は
、
地
球
と
接
触
し
、

地
球
か
ら
流
入
し
て
く
る
資
源
や
文
化
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
た
こ
と
で
、
地
下
に
住
む
人
た
ち
と
の
力

の
バ
ラ
ン
ス
が
逆
転
。
内
戦
が
勃
発
し
た
。 

内
戦
は
苛
烈
で
あ
っ
た
が
、
地
球
側
に
は
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
数
年
続
き
、
地
球
と
直
接
的

に
人
と
人
と
の
行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る
頃
に
は
終
息
し
、
統
一
は

完
了
。
星
全
体
を
「
ピ
ネ
ロ
ン
国
」
と
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 地
球
と
の
戦
争
直
前
の
政
治
形
態
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者
が
集
ま
っ
て
の
合
議
制

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
ら
を
助
け
る
執
行
官
（
官
僚
）
も
い
た
。 

寄
り
合
い
所
帯
の
よ
う
な
政
府
で
あ
っ
た
た
め
か
、
火
種
は
絶
え
な
か
っ
た
。
利
害
や
思
惑
の
違
い
で
何

度
も
対
立
が
起
き
る
。
地
球
と
直
接
交
流
を
も
っ
た
こ
と
で
起
き
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
ま
た
両
星

の
未
来
を
め
ぐ
っ
て
も
対
立
が
起
き
、
失
踪
や
暗
殺
も
起
き
て
き
て
い
た
。 

一
部
勢
力
が
、
利
権
欲
し
さ
に
地
球
政
府
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
原
爆
処
理
を
請
け
負
っ
た
。
地
球
か
ら

原
発
を
移
送
さ
せ
る
途
中
、
ト
ロ
ン
ト
市
上
空
で
の
謎
の
大
爆
発
が
起
き
る
。
直
後
、
軍
人
ホ
イ
ヘ
ン
ス

に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
政
府
は
倒
さ
れ
、
社
会
組
織
は
再
び
変
革
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

ホ
イ
ヘ
ン
ス
は
、
サ
ッ
プ
ス
と
呼
ぶ
自
ら
の
私
設
軍
隊
を
使
い
な
が
ら
、
旧
体
制
か
ら
一
部
官
僚
を
集
め

て
の
独
裁
を
し
き
、
報
復
の
た
め
と
し
て
地
球
に
戦
争
を
し
か
け
る
。 

な
お
サ
ッ
プ
ス
は
、
か
つ
て
の
内
戦
で
親
を
失
っ
た
子
供
た
ち
（
＝
一
部
で
は
「
ソ
ル
ド
の
落
と
し
子
」
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た
ち
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
が
主
流
を
占
め
て
い
る
。 

  

ピ
ネ
ロ
ン
星
の
首
都
は
、
地
下
と
地
上
を
含
み
行
政
機
関
が
集
中
す
る
、
ウ
ル
ク
市
。 

ト
ロ
ン
ト
市
は
、
そ
こ
か
ら
少
し
離
れ
た
地
上
に
あ
っ
た
「
一
般
市
」
だ
っ
た
。 

「
市
」
と
は
、
人
々
が
地
上
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
守
ら
れ
た<

ハ
ビ
タ
ブ
ル
ス
ポ
ッ
ト>

の
ひ
と
つ
。 

 

◆
地
球
と
ピ
ネ
ロ
ン
星 

 
 地

球
と
ピ
ネ
ロ
ン
星
と
を
結
ぶ
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
は
、
か
つ
て
は
ど
ち
ら
も
お
も
に
地
上
で
開
い
て
い
た
よ

う
だ
が
、
彗
星
の
衝
突
が
複
雑
に
な
り
歪
み
が
生
じ
た
た
め
か
、
ど
ち
ら
も
宇
宙
空
間
上
に
複
数
個
所
開

く
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
の
た
め
、
場
所
の
特
定
と
、
通
行
手
段
の
開
発
の
た
め
に
、
十
年
あ
ま
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
そ

れ
ま
で
は
通
信
を
通
じ
て
交
流
し
続
け
た
。
そ
の
間
に
地
球
の
文
化
が
い
っ
き
に
ピ
ネ
ロ
ン
星
に
流
入
し

た
。
地
球
名
と
同
じ
よ
う
な
名
前
や
姓
が
増
え
た
。） 

ホ
ー
ル
は
五
つ
開
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
地
球
側
か
ら
見
れ
ば
、
木
星
エ
リ
ア
に
二
つ
、
火
星
エ

リ
ア
に
三
つ
。
ピ
ネ
ロ
ン
側
か
ら
見
れ
ば
、
ど
れ
も
自
星
の
近
く
の
宇
宙
空
間
に
開
い
て
い
た
。 

Ｒ
２
ル
ー
ト
は
、
地
球
側
か
ら
は
比
較
的
近
い
火
星
エ
リ
ア
に
あ
る
が
、
ピ
ネ
ロ
ン
側
か
ら
は
最
も
遠
い

と
こ
ろ
に
開
い
て
い
る
。
ピ
ネ
ロ
ン
側
の
出
入
り
口
そ
ば
に
は
ト
ー
カ
サ
ス
星
が
あ
る
。 

ま
た
、
地
球
の
火
星
エ
リ
ア
と
木
星
エ
リ
ア
の
間
で
は
、
不
安
定
な
ロ
ー
カ
ル
・
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
が
開
い

て
い
る
こ
と
も
判
明
す
る
。 

こ
う
し
た
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
の
安
定
化
（
恒
久
化
）
が
、
地
球
と
ピ
ネ
ロ
ン
と
の
科
学
者
た
ち
の
最
大
の
目
標

で
あ
っ
た
。 

ワ
ー
ム
ホ
ー
ム
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
対
処
の
た
め
に
、
物
質
伝
導
シ
ス
テ
ム
と
脳
波
誘
導
シ
ス

テ
ム
を
合
わ
せ
た
「
孤
槍
シ
ス
テ
ム
」
が
開
発
さ
れ
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
特
定
脳
波
に
限
定
さ
れ
た
空

間
移
動
。
そ
れ
は
「
遊
星
仮
面
」
の
技
術
背
景
に
な
っ
て
い
る
。 

  

地
球
と
ピ
ネ
ロ
ン
星
と
の
間
で
行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
地
球
に
ピ
ネ
ロ
ン
人
が
い
っ
き
に
流

入
し
た
。
そ
の
数
は
、
逆
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
。
最
近
で
は
移
民
の
増
大
に
と
も
な
う
事
件
、
彼
ら
へ

の
排
斥
運
動
、
地
球
で
の
文
化
や
宗
教
の
原
理
主
義
的
な
復
古
活
動
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
た
。 

ピ
ネ
ロ
ン
星
で
は
、
耐
性
の
な
い
地
球
の
細
菌
や
病
原
菌
の
流
入
で
、
何
度
も
危
機
的
状
況
が
起
き
て
い

た
。 
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〈
逸
失
の
日
〉
は
、
こ
の
物
語
の
四
十
二
年
前
に
起
こ
っ
た
。 

地
球
と
ピ
ネ
ロ
ン
星
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
は
、
そ
れ
か
ら
一
年
ほ
ど
の
ち
。 

地
球
外
か
ら
引
揚
者
が
す
べ
て
地
球
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
お
よ
そ
二
年
か
か
っ
た
。（
そ

の
間
に
大
勢
亡
く
な
っ
た
。） 

ピ
ネ
ロ
ン
星
で
の
内
戦
ぼ
っ
発
は
三
十
年
ほ
ど
前
。
数
年
で
鎮
圧
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
は
当
時
ほ
と

ん
ど
地
球
側
に
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
が
確
定
さ
れ
、
宇
宙
船
が
通
れ
る
ほ
ど
に
整
備
さ
れ
、
ピ
ー
タ
ー
の
父
ロ
バ
ー
ト
が

直
接
ピ
ネ
ロ
ン
星
に
わ
た
っ
た
の
は
、
二
十
年
前
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
直
接
人
と
人
と
の
行
き
来
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 


